
大
豆
回
草

m
R
z
f
-
目
第
言
園
田
個
物
置
可
《
侮
昆
】
回
一
日
現
行
】

辛子壱lJt日・- ，司 J、~ ，.，)~~ヨ(111 府晋

議

眠ー

開

子亙?前
理寄洲
に園
於の鵠
け員者間
る政

勢及

力霊叢

:策

女法

撃墜

博博

士土

高神

田戸

保正

馬雄

鵬

則

論

醐

饗
革
期
の
枇
曾
政
策
・
・
・
・
・
・
・
・
・
喜
一
墜
博
士
石
川

『
購
買
力
補
給
案
』
の
諸
問
題
B

"

"

"

・
・
終
日
記
寸
士
谷
日

野
藤
内
聞
の
財
政
政
銑
酌
剣
刷
刷
町
料
理
博
士
抄
凡

研

究

線
龍
経
済
三
個
別
経
済
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
串
士
大
塚
一
朗

H
J
パ
の
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て
経
済
皐
士
熊
本
吉
郎

幕
末
の
財
政
素
乱
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
経
済
事
土
大
山
敷
太
郎

nu品
宇

田

』

吉

R
-
T
m

勤
労
所
得
分
配
の
賓
詩
的
研
究
・
・
・
法
皐
士
毛
里
英
於
菟

財
政
の
枇
曾
皐
的
根
本
類
型
・
・
・
・
・
・
経
済
事
士
大
谷
政
敬

附

録

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

ーござさ盛且
日/、.

J~íI~彦二



動
晶
育
所
得
分
郎
白
血
貰
詮
的
研
究

-読

~~ 

勤
労
所
得
分
配
の
賓
誇
的
研
究

↓ 
~l と
下し
のて
所
持所
I:: 得
~t 兎
い税
て黒占

1
4
1
2
h
v
i
円、入、、・
f
J
H
U

司
寸

H
J
4
4
J
+』

4
9

本
稿
は
、
現
代
社
曾
の
所
得
分
配
の
型
を
、
制
曾
の
階
級
、

或
は
地
位
に
つ
い
て
、
賓
置
を
友
し
、
乙
の
種
の
研
筑
に
多
少

た
り
と
も
寄
興
し
た
い
。
帥
ち
、
先
づ
各
種
の
勤
葬
所
得
の
分

配
に
就
い
て
、
新
左
資
料
に
基
い
て
、
寅
誼
を
試
み
る
こ
と
に

す
る
。乙

L
に
強
ひ
て
、
階
級
、
或
は
地
位
に
よ
っ
て
研
究
す
る
方

法
を
探
っ
た
わ
け
は
、
現
代
の
枇
曾
階
級
、
或
は
地
位
そ
れ
白

血
程
が
、
資
本
主
義
枇
舎
に
特
有
の
経
済
的
勢
力
を
表
現
し
、
或

は
こ
れ
に
よ
っ
て
償
値
づ
け
ら
れ

τ居
り
、
と
の
経
済
的
勢
力

第
三
十
五
巻

第
ニ
披

二
八
四

一一一一六

が
、
こ
れ
ら
に
針
し
て
分
配
せ
ら
れ
る
所
得
の
上
に
、
営
然
反

映
し
て
ゐ
る
。
と
の
意
味
に
於
い
て
、
多
〈
の
闘
申
者
が
認
め
る

如
〈
、
国
民
経
済
下
に
於
け
る
一
般
的
所
得
分
配
欣
態
に
闘
し

て
、
共
通
の
準
則
が
支
配
し
て
ゐ
る
以
上
に
、
よ
り
多
〈
階
級

或
は
地
位
的
に
、
所
得
分
配
は
、

一
定
の
制
約
が
支
配
し
て
ゐ

る
と
考
へ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
所
得
分
配
に
閲
し
て
、
階
級
に
よ
る
相
射
性
を

前
提
と
し
て
、
断
論
ず
る
掛
合
に
於
い
て
は
、
厳
伯
仲
に
諭
十
れ

ば
、
直
接
的
に
は
、
高
田
博
士
の
所
謂
枇
舎
の
所
得
の
「
人
的

分
配
」
の
全
般
の
型
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
歩
、
寧
ろ
あ

る
階
級
の
内
部
に
於
け
る
所
得
分
配
の
理
想
型
を
求
む
る
抽
象

的
な
も
の
と
な
る
快
鮪
を
有
す
る
で
あ
ら
う
。
何
と
た
れ
ば
、

現
賓
に
は
持
働
者
に
し
て
、

一
小
商
業
を
皆
む
も
の
が
あ
り
、

小
地
主
た
る
乙
と
あ
り
、
ま
た
、
官
公
吏
に
し
て
株
主
た
る
と

と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
印
ち
、
個
人
の
あ
ら
ゆ
る
所
得
の
綜

合
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
、
基
礎
と
し
て
、
初
め
て
、
現
賓
の
「
人

的
分
配
」
の
姿
を
見
出
し
得
る
の
は
、
勿
論
で
あ
る
。

し
か
し
て
、

一
方
に
於
い
て
、
人
的
分
配
の
全
慢
の
型
を
貸

高田保篤著「経理耳撃新議」第四巻(分酉Eの理論)5'1-1頁



入選ま
白甘

白守 同

高指
最号
里喜
翠目
立奥

zq 
t長そ
z の

話事
に高度

穿原
す則
るの
と上
とに
は、

勿
論
で
あ
る
が
、

そ
の
最
大
の
目
標
は
、
枇
舎
の
所
得
分
配
の

不
平
等
指
数
を
見
出
す
こ
と
に
在
る
@
も
し
富
の
不
平
等
と
い

ふ
こ
と
が
、
世
曾
の
健
全
、
不
健
全
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
寒
暖
計
が
空
間
の
温
度
を
表
示
す
る
意
味
に
於
い

て
、
壮
曾
生
活
に
必
要
で
あ
れ
ば
、

=
3己
目
品
並
争
』

t

L

L
診

1
勺
4
V怜

f
d
4
f吻
畳

K
4
M
m唾
E
F立
口

土ゅの
w i捧
hl5生
引的

守護
主力
11日 Uコ
エ大
器小
宜・ ~':: 
;IJ: ーヨ差
万三 ご叫

時 J引

22 
門司〉
f¥ 

るの
J 

で
しあ ーて

ら

三そ
a1.， 

1;1. 

し
か
し
、

一
般
的
所
得
分
布
に
闘
す
る
研
究
の
基
礎
と
な
る

ぺ
き
資
料
は
、
今
日
に
於
い
て
は
、
車
に
綜
合
所
得
額
と
所
得

人
員
と
の
相
関
A
係
を
示
す
も
の
L
み
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
所

得
種
類
に
よ
る
分
析
を
注
し
得
な
い
。
も
し
か
L
る
八
刀
析
を
加

へ
得
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
所
得
分
布
の
寅
謹
的
研
究
の
買
益
は

増
大
す
る
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
、
枇
舎
の
問
題
の
殆
ん
ど

全
て
は
、
所
得
分
配
上
の
問
題
で
あ
り
、
し
か
し
て
、
所
得
分

配
の
問
題
は
、
そ
れ
が
階
級
的
に
著
し
い
程
度
に
相
針
的
で
あ

る
と
い
ふ
事
貨
に
禁
生
し
、
そ
の
上
に
立
っ
て
闘
守
せ
ら
れ
る

動
勢
所
得
分
醜
の
貸
詮
的
研
究

か
ら
で
あ
る
@
所
謂
政
策
的
立
揚
か
ら
一
吉
つ
で
も
、
例
へ
は
、
，

租
税
制
度
の
改
正
も

か
L
る
分
析
的
友
分
配
統
計
が
向
来
で

初
め
て
、
合
理
的
基
礎
の
上
に
確
立
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

か
〈
て
、
本
稿
は
、
か
L
る
立
場
に
立
っ
て
、
某
都
市
に
於

け
る
所
得
分
配
の
詳
細
た
分
析
を
試
み
、
特
に
、
私
の
知
る
範

園
で
は
、
今
日
ま
で
試
み
ら
れ
友
か
っ
た
所
得
税
免
税
結
以
下

の
範
聞
に
就
い
て
の
研
究
に
訟
で
機
大
し
て
研
究
し
て
行
ぎ
た

パ
」

-
B
U
b
o

L
C
E
-
-
，
 

t

a

 

さ
で
、
本
稿
に
使
用
す
る
資
料
は
、
熊
本
市
の
昭
和
六
午
度
の

戸
数
割
賦
課
の
各
種
の
資
料
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

私
自
身
の
直
接
調
賓
に
採
っ
た
も
の
で
な
い
。
岡
市
を
特
に
撲

揮
し
た
と
と
に
、
何
等
積
倒
的
理
由
は
な
い
。
私
が
昨
夏
偶
冷

熊
本
税
務
署
在
勤
中
に
、
同
僚
と
供
に
、
岡
市
の
購
買
力
調
査

を
企
て
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
、
関
係
資
料
を
蒐
集
し
た
。
そ

の
際
は
、
各
種
峨
業
者
の
一
有
す
る
購
買
力
の
総
健
を
知
る
だ
げ

で
満
足
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
研
究
の
進
む
と
失
に
、
さ

ら
に
所
得
の
分
布
欣
態
を
明
か
に
す
る
た
め
の
資
料
に
利
用
し

得
る
と
と
に
気
付
い
て
、
私
の
手
で
所
得
金
額
の
階
段
別
に
分

第
三
十
五
巻

第
二
競

二
八
五

七



動
勢
所
得
分
間
の
寅
詮
的
研
究

類
整
理
し
た
。

熊
本
市
は
、
人
口
約
十
六
寓
人
の
中
都
市
で
あ
っ
て
、
九
州

に
於
け
る
主
要
地
方
官
腐
及
び
事
校
の
所
在
地
で
あ
る

(
例
へ

ば
、
師
圏
、
裁
剣
所
、
懸
慮
、
逓
信
局
、
替
林
局
、
税
務
監
督
局
、
瞥

科
大
胆
午
、
礎
幕
、
五
高
、
古
同
主
等
)
と
共
に
、
商
工
都
市
と
し
で
、

大
銀
行
支
席
並
に
舎
一
位
も
相
官
夜
在
し
、
そ
の
人
身
の
職
業
が

ぬ
械
的
に
一
明
侍
ぜ
ざ
る
中
燃
の
都
市
で
あ
る
閣
に
燦
崎
市
℃
、
上

記
の
資
料
の
利
用
を
必
や
し
も
不
適
首
と
す
る
黙
を
認
め
友
い

と
同
時
に
、
他
都
市
の
所
得
分
配
の
欣
態
に
類
推
す
る
と
と
を
、

特
に
困
難
な
ら
し
め
る
様
な
理
由
は
存
し
友
い
と
考
へ
る
。
勿

論
一
都
市
に
於
け
る
部
分
的
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
ま
L

一
般

に
類
推
す
る
の
は
、
種
々
の
離
で
危
険
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
中
、

宮
公
史
、
教
員
、
下
級
曾
枇
員
、
た
ど
の
所
得
分
布
欣
態
は
、

比
較
的
に
多
分
に
、
普
遍
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
否
、

シ

l
ポ

1
4
・
ヨ
ワ
ン
ト
リ
ー
が
、
そ
の
著
「
貧
乏
|
都
市
生
活

の
一
研
究
」
に
於
い
て
、
特
に
全
園
の
一
般
的
資
料
を
基
礎
と

せ
歩
、
準
ん
で

a
l
ク
市
を
調
査
の
針
象
ど
し
て
、
詳
細
陀
分

祈
説
明
し
た
様
な
方
法
も
、
却
っ
て
、
あ
る
揚
合
に
は
、
有
効

第
三
十
五
巻

第
二
時
加

八‘

二
八
六

で
あ
る
と
考
へ
る
。

本
調
査
人
員
は
、
勤
僻
究
所
得
者
一
八
、
五
四
七
名
で
、
そ
の

所
得
金
額
は
、
全
て
賃
牧
入
金
額
に
よ
っ
た
。
余
は
、
こ
の
研

究
を
し
て
、
績
い
て
、
営
業
所
得
、
資
産
所
得
、
そ
の
他
の
所

得
の
分
配
欣
態
を
明
か
に
し
、
最
後
に
そ
の
綜
合
せ
ら
れ
た
も

の
に
ま
で
搬
充
せ
し
め
る
窓
闘
を
有
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
完
成

花
相
官
の
時
日
佐
評

T
る
の
?
た
，
つ
木
清
を
一
海
海
め
る
の

で
あ
る
。

バ
レ

l
ト
は
、
そ
の
著
の

E
a
の
一
般
的
結
論
に
於
い
て
、

「
吾
々
が
所
得
曲
線
の
担
を
知
っ
た
の
は
蹄
納
で
あ
り
、
主
口

々
が
、
二
つ
の
重
要
注
定
理
を
導
き
出
し
た
の
は
、
演
耀
守
あ

る
。
乙
の
定
理
の
第
一
は
、
所
得
の
分
配
は
、
偶
然
の
結
果
で

な
い
乙
と
、
第
二
は
、
所
得
の
最
低
水
準
を
引
上
げ
、
叉
は
、

所
得
の
不
卒
等
を
減
や
る
た
め
に
は
、
人
口
に
比
し
て
、
宮
が

よ
り
速
か
に
増
加
せ
ね
ば
友
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
o
」

本
稿
の
目
的
は
、

と
の
蹄
納
に
属
す
る
部
分
を
明
か
に
ナ
る

に
在
っ
て
.
一
定
の
原
理
を
導
き
出
さ
ん
と
す
る
も
の
で
な
く
、

rriは先づ最初に、外延的方法か或は内包的方i士山いづれの方法で資料を蒐
集ナるかを決定せねぽならなかうた。言葉を耕~で言へ!:f、政府統計書、保
健盤報告書，慈善圏量豊協曾由各部白記録等に見 ζる英国白都市に闘する統計
を綜合分訴するか、或は単ーの標本的都市の航態を詳細に研究ナるか、そ
のいづれかを摸揮せぬ:ばならなかヲた。しか LlIij者四方法に基いて英国白地
方都市白勢働者階級白紙態を賄容することは、不十J分且疑ほしいものになる

2) 



こ
の
バ
レ

I
ト
の
二
つ
の
定
現
に
就
い
て
も
論
じ
な
い
が
、
最

近
ジ
プ
ヨ
ー
が
、
そ
の
者
「
経
済
不
平
等
の
賃
設
的
研
九
」
に
於

い
て
、
深
舵
に
パ
レ

l
ト
の
こ
の
原
理
を
批
判
す
る
と
同
時
に

彼
の
所
得
分
配
の
不
平
等
率
に
関
し
て
、
数
準
的
に
訂
巴
の
必

要
あ
る
と
と
を
説
い
て
ゐ
る
。

本
稿
の
パ
レ

1
ト
の
所
論
と
闘
係
を
布
す
る
部
分
は
、
吠
の

二
一
泊
で
あ
る
a

所
得
分
布
曲
線
に
開
削
し
て
、
所
得
額
の
最
低
部
品
戊
ぴ
、

そ
れ
よ
り
柄
上
部
の
分
布
の
却
の
問
題

"-一) 

( 

} 

) 

動
持
所
得
の
分
布
曲
秘
の
却
に
闘
す
る
問
題

以
上
の
黙
に
閲
す
る
パ
レ

l
ト
の
所
論
は
、

(
ご
に
闘
し
て

は
「
枇
曾
金
宇
崎
宏
君
話
百
三
ゆ
き
円
立
の
)
に
就
い
て
は
、
未

だ
誰
も
分
析
的
潟
明
を
阻
(
へ
て
庇
友
い
の
で

従
っ
て
‘
欣
態

の
非
常
に
具
た
る
固
に
劃
し
で
も

相
違
し
な
い
と
は
断
言
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
あ
る
著
者
は
、
理
論
的
概
念
に
基
い

て
、
こ
の
底
迭
に
近
い
部
分
(
以
下
こ
の
部
分
を
S

E

V

で
表
は
ナ
)

包一
は
、
第
一
闘
の
如
き
型
で
あ
る
と
糾
し
て
ゐ

る
が
、

と
れ
を
賓
詮
す
る
統
計
は
な
い
。

勤
労
所
得
分
配
の
責
設
的
研
究

こ

の
s
t
v
の
部
分
は
、
恐
ら
く
非
常
に
照
縮
せ
ら
れ
た
第
二
回

e@ 
〉

t
一
闘
の
如
き
型
を
一
不
す
で
あ
ら
う
。
と
の

s
t
v

¥

F

J

一
二

k
¥
ペ
一
第
の
部
分
が
ど
ん
な
却
を
一
示
す
か
と
い
ふ
こ
と

は
、
間
早
に
好
奇
な
問
題
で
た
く
、
そ
の
結
果
は
重
要
マ
あ
り
、

も
し
金
字
塔
の

s
t
v
の
底
澄
部
が
、
非
常
に
照
縮
せ
ら
れ
て

ゐ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
底
謹
の
最
も
近
似
在
型
は
平
面
で
あ
る

と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、

そ
の
樹
端
友
場
合
は
会
字
塔
型
に
な

る
。
」
と
い
ふ
。

h

、A
J

J

，一一、

一
般
に
所
得
合
閣
と
営
該
所
得
合
額

に
閲
し
で
は

以
上
を
受
け
る

G4m秘
的
」
何
斜
人
員
の
劃
数
坐
棋
を
辿
創
加
す
お

仙
川
は
い
づ
れ
も
直
線
に
な
る
が
、
し
か
し
勤
持
所
得
坊
に
動
在

所
得
だ
け
を
獅
立
さ
せ
て
見
る
場
合
に
於
い
て
は
、
上
記
の
線

は
直
線
的
で
な
い
と
一
一
一
両
ふ
。
彼
は
乙
れ
を
官
設
す
る
材
料
を
多

〈
有
た
や
、
曜
に
一
ハ
九
二
年
の
ヴ
才
都

(Fコ[
C
口
宏
〈
ロ
包
)

の
左
の
租
税
統
計
を
恭
礎
と
す
る
所
論
で
あ
る
。

と
れ
に
上
れ

ば
、
動
産
所
得
の
グ
ラ
フ
は
凸
欣
を
一
不
し
、
勤
弁
所
得
の
グ
-7

フ
は
凹
献
を
示
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
所
得
と
不
動
産
所
得

と
の
鳩
計
に
よ
る
と
き
は
、
殆
ん
ど
直
線
に
近
い
拍
酬
を
得
る
と

第
三
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つ
て
ゐ
る
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次
の
分
類
に
於

い
て
、
勤
努
所
得

4

引
を
そ
の
地
位
に

h
1
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し
、
官
公
変
、
軍

人
、
教
育
者
、
稼

働
者
の
五
つ
に
匡

分
し
、
稼
働
者
中

に
は
、
賃
銀
持
働

者
、
日
傭
帥
労
働
者
、

そ
の
他
こ
れ
に
準

十
る
も
の
を
包
含

せ
し
め
た
。
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四

以
上
の
諸
表
に
よ
っ
て
、
夫
A

の
勤
労
所
得
の
分
配
状
態
の

喝さ

'
J
'
-
入
，
一
戸
、
喝
》

F

H

V

)

-

h
一刊
Zj~μ
叶

叫

す

/:ι

市
川
叫
』

J

( 

ー
) 

各
勤
岬
究
所
得
介
布
の
極
大
部
の
仕
置
を
見
る
に
、
ぃ
山

五
O
O闘
以
上
六

O
O国
未
満
の
部
に

官
公
交
に
於
い
て
は
、

在
り
て
、

そ
れ
よ
り
下
は
二
一

0
0闘
以
上
の
部
、
上
一
は
一
、

0
0回
以
上
の
部
ま
で
緩
漫
な
る
減
少
傾
向
を
示
し
、

五
0
0

園
以
上
一
、

0
0
0園
未
満
の
部
分
に
、
線
人
民
の
五
二
%
が

集
中
し
て
居
る
。
町
軍
人
に
於
い
て
は
、
九

C
O悶
以
上
て

0
0
0闘
未
満
の
部
に
在
る
が
、
上
掲
表
に
よ
っ
て
明
か
友
る

如
〈
、
軍
人
の
所
得
分
配
状
態
は
、
勤
努
所
得
中
最
も
不
規
則

動
勢
所
得
分
配
白
一
貫
詮
的
研
究

で
あ
る
と
い
ふ
事
震
を
知
る
が

殊
に
一
般
官
公
吏
に
於
い
て

は
、
そ
の
分
配
欣
態
が
極
め
て
規
則
的
に
展
開
す
る
陀
封
し
、

著
し
き
針
照
を
友
し
て
ゐ
る
。

と
の
と
と
は
、
軍
の
編
成
が
特

殊
の
見
地
か
ら
考
慮
さ
れ
、
そ
の
人
件
費
の
配
分
に
開
し
で
、

経
済
的
考
慮
を
多
分
に
或
程
度
ま
で
ま
た
無
視
せ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ね
こ
と
L
、
具
瞭
的
に
定
期
移
動
制
に
原
因
す
る
も
の

と
考
へ
ら
れ
る
。
町
教
育
者
に
就
い
て
は
、
六

C
C闘
以
上
七

0
0闘
未
満
が
最
厚
部
を
注
し
、
上
下
に
北
較
的
に
規
則
的
に

。展
o 開
iijl す
，k る
l前
に(D)
布:曾

志社

/i< ß~ 
も

教
員
と
同
様
、
六

O
O園
以
ト
L

七

口ミ

J
:
1
1
K
1〕
一
〕
J
3
反
論

tz

打
ト

f
k
f
L
K
ド
!
戸
一
一
J
(
(
h
uド
ン

ド

E
J
y
a
h
r

二
の
極
大
部
を
注
し
て
ゐ
る
の
は
特
異
的
で
あ
る
ω

町
稼
働
者

=一

O
O園
以
上
四

O
O闘
未
満
が
位
大
部
で
あ

に
於
い
て
は
、

り
、
こ
の
部
分
に
届
ず
る
人
員
は
二
、
八
四

O
人
で
あ
り
、
ま

た
五

O
O図
未
満
の
人
員
が
全
慌
の
八
七
%
を
示
し
て
ゐ
る
と

と
は
、
寧
ろ
指
摘
く
べ
き
事
責
で
あ
る
。

な
ほ
、
こ
れ
ら
の
諸
黙
に
関
連
し
て
失
の
事
項
K
T
一
知
る
。
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0
0
0闘
に
至
る
が
、
大
館
二

O
O園
以
上
六
、
五

0
0

国
ま
で
の
範
闘
に
分
散
し
て
居
り
、
問
軍
人
に
於
い
て
は
、
最

低
一
五

U
闘
よ
り
最
高
七
・
九
一
一
一
一
一
園
に
一
旦
る
も
、
大
関
ニ

O

。
闘
以
上
六
、

五
O
O園
の
聞
に
分
散
す
る
こ
と
は
一
般
官
公

し
史
と
同
線
で
あ
る
。
同
教
育
者
に
於
い
て
は
、
最
低
一
五

O
闘

最
高
七
、

七
O
O悶
で
あ
り
、

大
剛
恒
三

O
O間
以
上
六
、

1J. 
0 

。
閣
の
聞
に
分
散
し
、

に
の
最
低
部
分
は
一
般
官
吏
よ
り
も

。
む
国
高
く
た
f
J

て
ゐ
る
じ
町
舎
吐
員
に
於
い
て
は
、
最
低
五

三
二

O
闘
で
あ
っ
て
、
そ
の
分
布
の
範

。
闘
よ
り
最
高
三
九
、

闘
は
最
も
成
汎
で
あ
る
。
下
は
純
使
用
人
よ
り
、
上
は
高
級
枇

口
県
と
し
て
、
所
間
企
業
経
替
者
階
級
に
属
す
る
も
の
が
あ
る
た

め
の
結
果
で
あ
る
。
向
稼
働
者
に
就
い
て
は
、
最
高
は
一
、
二

八
九
回
に
止
り
、

と
の
貼
よ
り
見
て
、
一
世
人
の
常
識
以
上
に
分

布
の
範
闘
が
狭
少
で
あ
る
が
、
最
低
は
一
一
二
国
と
い
ふ
稀
有
の

数
字
を
得
た
。

( 

) 

次
に
こ
れ
ら
の
所
得
と
課
税
と
の
関
係
を
見
る
の
で

あ
る
が
、
所
得
税
法
に
よ
る
勤
勢
所
得
の
二
割
惣
除
を
考
慮
す

る
と
き
は
、
し
か
し
て
勤
労
所
得
の
み
が
、
所
得
去
り
と
仮
定



す
れ
ば
、

一
、
五

O
O圃
未
満
は
全
部
所
得
枕
を
課
せ
ら
れ
ざ

る
こ
と
に
な
る
。
故
に
一
、
五

O
O図
を
限
界
と
し
て
、
免
税

を
得
る
。

人
員
及
び
所
得
額
と
の
全
植
の
割
合
を
見
る
に
突
の
如
き
結
果
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同

上

野
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積
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マ
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J
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三
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色
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五
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元
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ロ
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一
一
告
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一
一
元
一
九
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・
国
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傍
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者
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正コ
Mhv

き
に

Z
〆

、
記

/
O

'
3
0〆

一DZP

昔
日
記
戸

し
か
し
て
、
昭
和
五
年
度
に
於
け
る
熊
本
市
に
到
す
る
所
得

税
課
税
所
得
中
俸
給
給
料
賞
典
等
の
分
は
三
、
三

O
五
、
七
四

三
闘
に
し
て
、
そ
の
人
員
は
俸
給
給
料
と
賞
典
は
大
多
数
の
揚

合
同
一
人
に
厳
属
す
る
と
仮
定
し
、
一
、
九

O
六
人
で
あ
る
。
か

く
て
、
貫
際
の
課
税
人
員
は
上
記
免
税
人
員
及
び
所
得
額
の
残

徐
た
る
課
税
せ
ら
る
べ
き
人
員
て
一
一
一
一
一
に
比
し
、
六
八
五

勤
労
所
得
分
聞
の
賃
設
的
研
究

人
多
数
で
あ
る
こ
と
を
知
る
が
、
と
の
こ
と
は
、
主
と
し
て
勤

持
所
得
者
に
し
て
他
種
の
所
得
を
有
す
る
結
果
、
綜
合
し
て
一
、

二
O
O園
以
上
に
達
し
課
税
せ
ら
れ
た
る
者
の
数
を
表
示
す
る
。

乙
の
数
字
よ
り
推
論
す
る
市
と
き
は
、

て

五

O
O国
未
満
の
勤

持
所
得
者
に
し
て
、
他
の
綜
合
せ
ら
る
べ
き
所
得
を
有
し
、
課

積
所
得
一
、
二

O
O園
以
上
を
有
す
る
に
至
る
者
は
全
人
員
の

僅
か
に
四
%
に
過
ぎ
泣
い
と
と
を
知
る
。

五

1
2
定
助
手
可
1
1
K
R
L司
、
〉
日
司
町
民
刊
可
・
4.tJ
叩
上
〉

ノ

1
7
1
1
1
J
F
F
f
泊
に
ノ
Y
E
1
r
F
4
4出
w
B
F
喜
作
若
村
J
J

て
表
は
す
と
き
は
次
の
一
一
闘
を
得
る
。

左
の
悶
表
に
よ
っ
て
見
る
と
き
は
、
同
一
勤
僻
究
所
得
に
於
い

て
も
、
地
位
的
に
見
れ
ば
、
そ
の
分
布
欣
態
は
、
共
通
の
形
態

を
と
ら
や
、
寧
ろ
各
別
に
異
な
る
担
を
示
す
。
左
の
岡
表

mに

パ
レ

l
ト
の
謂
ふ
が
如
〈
、
勤
持
所
得
曲
線

よ
っ
て
見
る
に
、

が
常
に
凹
欣
曲
線
で
あ
る
と
断
定
す
る
を
得
歩
、
寧
ろ
本
闘
に

よ
れ
ば
、
多
く
の
揚
合
凸
欣
を
一
不
す
。
針
服
す
る
た
め
に

E
園

は
パ
レ

l
ト
の
論
じ
た
る
ず
才
郡
の
租
税
統
計
を
曲
線
化
し
た

る
も
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
最
初
に
述
べ
た
る
合
学
唱
の
底
部
の
形
欣
に
就
い
て

は
、
勤
労
所
得
の
み
に
就
い
て
謂
へ
ば
、
回
以
底
護
部
は
非
常
に

座
縮
さ
れ
た
形
を
一
不
す
が
、
そ
れ
よ
り
梢
上
部
は
援
漫
に
唆
化

す
る
傾
向
を
一
小
す
。
し
か
し
左
が
ら
、

パ
レ

l
ト
は
と
の
貼
に

就
い
て
段
低
生
活
費
(
そ
の
牧
入
源
泉
の
如
何
な
る
も
の
で
も

差
文
へ
ね
)

に
相
賞
す
る
所
得
を
考
へ
る
故
に
、
勤
勢
所
得
宜

相
仰
に
つ
い
て
、

こ
の
却
を
問
題
と
し
て
も
、
彼
の
割
論
の
rm
否

を
決
定
し
得
な
い
。

択
に
免
枕
鈷
と
の
欄
係
を
闘
表
に
よ
っ
で
見
る
に
動
努
所
得

は
如
何
な
み
も
似
た
る
そ
I
L

は叶
y
h

l
i
-
-
h
E
E
i
 

』
片
品
開
制

ι
7ド
Z
、F
t
韮
副
知

を
渡
し
、

恰
も
氷
山
の
姿
に
似
る
。
殊
に
稼
働
者
の
所
得
は
、

土
中
に
旋
せ
る
平
た
き
岩
盤
の
知
事
d
M
M
を
成
し
、
そ
の
全
部
の

姿
を
発
枕
黙
以
下
に
深
く
拘
促
し
て
ゐ
る
。
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、
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政
四
社
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撃
的
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本
類
型
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